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Marco Polo XTF, Inc. の株式取得（子会社化）に至る経緯に関するお知らせ 

 
 平成 23 年 9 月 1 日の「Marco Polo XTF, Inc. の株式取得（子会社化）完了に関するお知らせ」で

開示いたしました、当社持分法適用関連会社である Marco Polo XTF, Inc. の株式取得に至る経緯につ

いて、あらためて下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 
１. これまでの経緯 

当社は、ETF事業の強化のため、平成20年 5月に、ETFエキスパートカンパニーであるMarco Polo 

XTF, Inc. (以下、XTF 社)の株式 20％を取得し、持分法適用関連会社とし、平成 21 年 6 月には同

社を子会社することを決定いたしました。 

XTF 社の運営は Marco Polo Network,Inc.（以下 MPN 社）が担っておりました。 

XTF 社の株式については、プットオプションが付与されており、権利の保有者は XTF 社の設立

にあたって営業譲渡を行った XTF Global Asset Management LLC （以下、GAM 社）でした。その

後、GAM 社によってプットオプションは行使されましたが、XTF 社及び MPN 社はその代金を支払う

ことができない状況でした。そこで、MPN 社は，MPN 社が所有する XTF 社株式 50％以上の持分を

当社に譲り渡すことと引き換えに、当社にその支払いを依頼してきました。 

当社は、当該依頼があった時点でXTF社の株式を20%保有しており、XTF社の株式価値について、

デューデリジェンスは行っていなかったものの、株式価値の概算の算定を行うことが可能でした。

そこで、当社は当該依頼を受けて、平成 22 年 10 月までに、MPN 社に対して、XTF 社株式の 50％

以上の持分に相当する 774,507US ドルを支払いました。この時点では譲渡価格や、当社が譲り受

ける株式数が未確定だったこともあり、当社は、株式譲渡価格の決定やその他の条件を速やかに

決定するよう MPN 社に申し出ておりましたが、対応していただけませんでした。 

その後、ようやく XTF 社の資産内容、事業内容、潜在的シナジー等について総合的に検討、協

議し、平成 23 年 4 月 7日に合意書を締結し、譲渡株式の割合は 52.37％と決定いたしました。当

社と MPN 社との間で合意した異動株式数は 759,321 株、譲渡金額は 774,507US ドルであり、最終

的に当社が保有することとなる XTF 社の株式数は 1,009,321 株となりました。 

 当社は、当該合意書の締結後、1 ヶ月を目処に株式譲渡契約の締結を予定しておりました。こ

の間に、合意書に盛り込まれた数字の確認作業を行いましたが、数字に確証の得られないものが

幾つか検出され、その確認に 7 月末まで費やしました。その間に行われた確認において、発行済

株式数に誤りがあったことが判明し、当社が譲り受ける XTF 社株式の割合は 54.47％となりまし

た。 

当社は、確認完了後、速やかに譲渡を実施するよう MPN 社に求めておりましたが、MPN 社側が



株式譲渡契約締結に速やかに応じない状況が続いており、当社としては当該状況を解決するため、

以下の提案を行いました。 

 MPN 社は、当社連結子会社の取引先（以下、A社）に対して借入があり、既に返済期日を過ぎて

全額債務不履行の状況が続いておりました。一方で、MPN 社は XTF 社に対して約 320,000US ドル

の貸付があります。当社は、当社連結子会社及び A 社より、MPN 社に対する債権の回収の協力を

求められたため、当社が MPN 社に対して支払う返済金を、MPN 社に代わってＡ社に支払うことに

より、MPN社が A社に対して負担している債務の一部弁済に充当してはどうかと提案しましたが、

平成 23 年 8月 17 日時点では受け入れられませんでした。 

しかし、その後、MPN 社から当社に対し、9 月 6 日(NY 時間)を XTF 社株券の受け渡し日にする

という提示がありました。 

 

２．今後の見通し 

上記、XTF 社における約 320,000US ドルの債務については、直ちに支払う義務が生じるものでは

ありません。 

本件に伴い、XTF 社は当社連結子会社となります。XTF 社は、平成 22 年 12 月期決算において

約 3,095 千 US ドルの債務超過となっております。XTF 社の決算期は 12 月であり、連結決算期と

11 ヶ月の差が生じることから、当社の平成 23 年 11 月決算においては、係る 11 ヶ月間の損益を

取り込むこととなります。 

なお、XTF 社の子会社化に伴う、当社の平成 23 年 11 月期の連結業績への影響につきましては、

現在精査中であります。 

 

以  上 


